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状況によって異なる場合は

もちろんありますが、採用さ

れた人は税務署関係書類とし

て 「給与所得者の扶養控除等

(異動)申 告書」を、日給、

月給、賞与に関わらず (日雇賃金は別)、期

日までに給与の支払者へ提出しなければなり

ません。また、その人に前職がある場合は

「給与所得の源泉徴収票」、その他状況によっ

ていくつかの書類の提出が必要となります。

実務的には、社会保険事務所等々に提出する

必要が出てくるかもしれません。

税務調査でよく指摘されるのは、「給与所

得者の扶養控除等 (異動)申 告票」の有無で

す。この申告書は本来、給与の支払者を経由

して税務署長へ提出することになっています

が、税務署長から特に提出を求められた場合

以外は税務署に提出する必要はなく、給与の

支払者が保管することになっています。この

申告書の提出がある人のみ、源泉所得税は甲

欄で計算できます。

問題はここにあります。源泉所得税の計算

は、甲欄と乙欄の 2種類あり (厳密には丙欄

もある)、簡単に言うと乙欄の方が税金は高

額になります。乙欄適用者は原則的に2カ所

以上に勤務しており、その会社が従たる勤務

の場合の人です。しかし、実は 「給与所得者

の扶養控除等 (異動)申 告書」の提出のない

人も含まれてしまいます。当然、甲欄適用要

件者であっても、「提出がなかった」という

事実だけで高額税金計算をされてしまう結果

となるのです。

税務調査でこの点を指摘された場合、原則

的には所得税の過少申告となり、個々人の修

正となります。しかし実際は、源泉を徴収す

べき義務は給与を支払っている 「会社」であ

り (これを徴収義務者という)、適正なる徴

収を怠った責任を問われると大変微妙な問題

となりがちです。「知らなかった」「忘れた」

は通らないのが 「税法」、貴社は大丈夫です

か ? 早 速チェックしていただきたい。


